
   テーマ「HIV感染症」  
1．最近のHIV感染症診療の動向 ～特に治療の進歩について～ 

           ・・・・・腎代謝免疫内科部長 松浦 基夫 

2．ニューモシスティス肺炎 (PCP) は 

          今も最も重要な日和見感染症 

  ～近隣の医療機関から当院に紹介された症例を中心に～ 

【症例①】体重減少・発熱・呼吸困難をきっかけにPCPと 

     診断されたが、約1ヵ月の入院で回復した症例の紹介 

               ・・・・・後期研修医 岡本 忠司 

【症例②】治療の遅れから呼吸不全が進行し、 

               1ヵ月半の経過で死亡した症例の紹介 

               ・・・・・初期研修医 風間 亮 

【まとめ】過去5年間に近隣の医療機関から紹介されたPCP  

     9症例のまとめ 

                  ・・・・・呼吸器内科 西田 幸司 

3．HIVと梅毒感染 

 ～全身梅毒疹をきっかけにHIV陽性が判明し、 

                       当院に紹介された症例を中心に～ 

               ・・・・・呼吸器内科 草間 加与 
          

 
 
 
           

 

 【日時】 2017年3月16日（木） 

             17:30～19：00 
 【場所】 堺市立総合医療センター １階 ホール 

              地域連携センター 

〒593-8304 堺市西区家原寺町1丁1番1号 

TEL：072-272-9900      FAX：0120-002-099 

※この講演は、大阪府医師会生涯研修対象となっております、研修チケットをご持参ください。 


